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「
名
」
に
ち
な
む
詩
歌

―『
文
華
秀
麗
集
』「
燕
」
詩
群
の
背
景
―

山　

本　

登と
く　

朗ろ
う

一
、『
文
華
秀
麗
集
』
の
「
燕
」
詩
群

　

嵯
峨
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
て
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に
編
集
さ
れ
た
勅

撰
漢
詩
集
『
文
華
秀
麗
集
』
下
巻
の
「
雑
詠
」
部
に
、「
燕
」
を
詠
ん
だ
五

首
の
詩
が
連
続
し
た
形
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
一
首
は
、
巨こ

勢せ
の

識し
き

人ひ
と

（
巨
識
人
）
の
、
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
四
首
の
連
作
「
春
日
四

詠
」
に
和
し
て
詠
ま
れ
た
嵯
峨
天
皇
の
作
で
あ
る
。『
文
華
秀
麗
集
』
に

は
、「
春
日
四
詠
」
に
和
し
て
詠
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
嵯
峨
天
皇
の
四
首
の
う

ち
、「
舞
蝶
」（
110
）「
飛
燕
」（
111
）
の
二
首
だ
け
が
次
の
よ
う
に
並
ん
で

収
録
さ
れ
て
お
り
、「
燕
」
を
題
と
す
る
五
首
の
詩
群
は
、
そ
の
第
二
首

（
111
）
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。（『
文
華
秀
麗
集
』
の
本
文
と
訓
読
は
、
小
島

憲
之
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
、
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
・
本
朝
文

粋
』〈
昭
和
四
四
年
・
岩
波
書
店
〉
に
よ
り
、
一
部
を
改
め
た
。）

和
巨
識
人
春
日
四
詠
。
二
首
。 

御
製

舞
蝶
（
110
）

数
群
胡
蝶
飛
乱
空
、
雑
色
紛
々
花
樹
中
。

本
自
不
因
弦
管
響
、
無
心
処
処
舞
春
風
。

飛
燕
（
111
）

望
裡
遙
聞
燕
語
声
、
双
飛
来
往
羽
儀
軽
。

本
期
借
屋
初
乳
子
、
還
恥
空
為
漢
后
名
。

巨き
よ

識し
き

人じ
ん

の
「
春
日
四
詠
」
に
和
す
。
二
首
。 

御
製

舞ぶ

蝶て
ふ

（
110
）

数
群
の
胡
蝶
空
に
飛
び
乱
り
、
雑ざ

つ

色し
よ
く

紛ふ
ん

々ぷ
ん

た
り
花く

わ
じ
ゆ樹

の
中
。

も
と
よ
り
弦げ

ん

管く
わ
んの

響
き
に
よ
ら
ず
、
無
心
に
処し

よ
し
よ処

春
風
に
舞
う
。

飛ひ

燕え
ん

（
111
）

望ば
う

裡り

遙
か
に
聞
く
燕え

ん

語ご

の
声
、
双さ

う

飛ひ

来ら
い

往わ
う

し
て
羽う

ぎ儀
軽か

ろ

し
。
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も
と
よ
り
期き

す
屋
を
借
り
て
初
め
て
子
を
乳そ

だ

て
ん
と
、
還か

へ

り
て

恥
づ
空む

な

し
く
漢か

ん
こ
う后

の
名
を
為な

す
こ
と
を
。

　

こ
れ
に
続
い
て
、
同
じ
巨
勢
識
人
の
「
春
日
四
詠
」
に
和
し
た
朝
野
鹿

取
と
滋
野
貞
主
の
、
お
そ
ら
く
は
こ
ち
ら
も
本
来
は
四
首
ず
つ
詠
ま
れ
た

で
あ
ろ
う
作
の
中
か
ら
、「
飛
燕
」
を
題
と
す
る
詩
だ
け
が
次
の
よ
う
に
並

べ
ら
れ
て
い
る
。

和
巨
内
記
春
日
四
詠
。
一
首
。 

朝
鹿
取

飛
燕
（
112
）

衣
玄
裳
素
入
蘭
閨
、
双
去
双
来
不
独
栖
。

梁
上
登
巣
居
是
逸
、
簾
前
向
戸
飛
暫
低
。

巨き
よ

内な
い

記き

の
「
春
日
四
詠
」
に
和
す
。一
首
。 

朝
野
鹿か

取と
り

飛
燕
（
112
）

衣こ
ろ
も

玄く
ろ

く
裳も

素し
ろ

く
蘭ら

ん

閨け
い

に
入い

り
、
双な

ら

び
去
り
双な

ら

び
来
た
り
て
独ひ

と

り

は
栖す

ま
ず
。

梁り
や
う
じ
や
う

上
巣
に
登
り
て
居
る
こ
と
是こ

れ
逸い

つ

な
れ
ど
、
簾れ

ん

前ぜ
ん

戸
に
向
か

ひ
て
飛
び
こ
と
暫し

ば
らく

低
し
。

和
巨
内
記
春
日
四
詠
。
一
首
。 

滋
貞
主

飛
燕
（
113
）

故
年
剪
爪
今
春
帰
、
棟
宇
改
修
猜
未
依
。

稟
性
将
凡
鳥
□
□
、
再
三
飛
到
狎
簾
帷
。（
□
□
は
諸
本
欠
字
。）

巨き
よ

内な
い

記き

の
「
春
日
四
詠
」
に
和
す
。一
首
。 

滋
野
貞
主

飛
燕
（
113
）

故こ

年ね
ん

爪つ
め

を
剪き

り
今
春
帰
れ
ど
、
棟と

う

宇う

改か
い
し
う修

す
れ
ば
猜そ

ね

み
て
未い

ま

だ

依よ

ら
ず
。

稟ひ
ん

性せ
い

凡ぼ
ん

鳥て
う

と
□
□
、
再
三
飛
び
到
り
て
簾れ

ん

帷ゐ

に
狎な

る
。

　

さ
ら
に
続
い
て
、
嵯
峨
天
皇
の
「
観
新
燕
（
新
燕
を
観み

る
）」
と
い
う
、

現
在
は
残
っ
て
い
な
い
詩
に
「
奉
和
」
し
た
佐
伯
長
継
、
小
野
年
永
の
作

が
次
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
、「
燕
」
の
詩
群
は
終
わ
っ
て
い
る
。

奉
和
観
新
燕
。
一
首
（
114
）。 

佐
長
継

海
燕
新
来
度
春
天
、
差
池
羽
翼
如
往
年
。

既
能
忘
却
蒼
波
遠
、
朝
夕
欲
巣
画
梁
辺
。

「
新
燕
を
観
る
」
に
和
し
奉
る
。一
首
（
114
）。 

佐
伯
長
継

海
燕
新
た
に
来
た
り
て
春
天
を
度わ

た

り
、
差し

ち池
た
る
羽う

翼よ
く

往
年
の

如
し
。

既
に
能よ

く
蒼さ

う

波は

の
遠
き
こ
と
を
忘
却
し
、
朝
夕
巣す

く
は
む
と
す

画が

梁り
や
うの

辺あ
た
り。

奉
和
観
新
燕
。
一
首
（
115
）。 

野
年
永

早
燕
双
飛
入
曙
晴
、
遙
経
聖
眼
奏
新
声
。

還
嗟
未
狎
鴛
鴦
帳
、
先
負
漢
家
妖
艶
名
。

「
新
燕
を
観
る
」
に
和
し
奉
る
。一
首（
115
）。 

小
野
年
永
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早
燕
双
び
飛
び
て
曙し

よ
せ
い晴

に
入い

り
、
遙
か
に
聖
眼
を
経へ

て
新
声
を

奏
す
。

還か
へ

り
て
嗟な
げ

く
未
だ
鴛ゑ
ん
あ
う鴦
の
帳と
ば
りに
狎な

れ
ざ
る
に
、
先ま

づ
漢
家
妖
艶

の
名
を
負
ふ
こ
と
を
。

　

燕
は
、
雌
雄
一
対
で
飛
び
、
人
家
を
恐
れ
ず
近
づ
い
て
梁
の
上
な
ど
に

巣
を
作
る
習
性
を
持
つ
が
、
中
国
の
詩
で
は
、
古
く
か
ら
、
宮
廷
の
奥
深

く
「
簾
」
の
あ
た
り
ま
で
近
づ
き
、
時
に
后
妃
や
女
官
た
ち
の
部
屋
に
ま

で
入
り
込
も
う
と
す
る
姿
が
、
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

主
人
に
棄
て
ら
れ
た
夫
婦
の
心
を
一
対
の
燕
に
託
し
て
詠
ん
だ
と
さ
れ
る

南
朝
宋
の
鮑
照
の
作
「
詠
双
燕
」（『
玉
台
新
詠
』
巻
四
）
と
、
初
め
て
飛

来
し
た
ば
か
り
の
燕
を
詠
ん
だ
梁
の
簡
文
帝
の
作
「
新
燕
」（
同
・
巻
十
）

を
次
に
揚
げ
て
お
く
。

詠
双
燕 
鮑
照

双
燕
戲
雲
崖
、
羽
翮
始
差
池
。

出
入
南
閨
裏
、
経
過
北
堂
陲
。

意
欲
巣
君
幕
、
層
楹
不
可
窺
。

沈
吟
芳
歳
晚
、
徘
徊
韶
景
移
。

悲
歌
辞
旧
愛
、
銜
泥
覓
新
知
。

双
燕
を
詠
ず 

鮑
照

双
燕
雲う

ん

崖が
い

に
戯た

は
むれ

、
羽う

翮が
く

始
め
て
差し

ち池
す
。

南な
ん

閨け
い

の
裏う

ち

に
出し

ゆ
つ
に
ふ入し

、
北
堂
の
陲す

ゐ

を
経
過
す
。

意い

に
君
が
幕ば

く

に
巣
く
は
ん
と
欲
す
る
も
、
層そ

う

楹え
い

窺う
か
がふ

べ
か
ら
ず
。

沈
吟
し
て
芳
歳
晚く

れ
、
徘は
い

徊く
わ
いし
て
韶せ
う

景け
い

移
る
。

悲
歌
し
て
旧
愛
を
辞
し
、
泥
を
銜ふ

く

ん
で
新
知
を
覓も

と

む
。

新
燕 

梁
簡
文
帝

新
禽
応
節
帰
、
倶
向
吹
楼
飛
。

入
簾
驚
釧
響
、
来
窓
碍
舞
衣
。

新
燕 

梁
簡
文
帝

新し
ん

禽き
ん

節
に
応
じ
て
帰
り
、
倶と

も

に
吹す

ゐ

楼ろ
う

に
向
か
つ
て
飛
ぶ
。

簾れ
ん

に
入い

ら
ん
と
す
れ
ば
釧せ

ん

響き
や
うに

驚
き
、
窓
に
来
た
れ
ば
舞ぶ

い衣
に

碍さ
ま
たげ

ら
る
。

　
『
文
華
秀
麗
集
』
の
「
燕
」
を
詠
ん
だ
五
首
の
詩
の
趣
向
や
表
現
も
、
多

く
は
中
国
詩
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
に
学
び
取
っ
て
お
り
、
独
自
の
要
素
は

必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
最
初
の

嵯
峨
天
皇
「
飛
燕
」（
111
）
と
最
後
の
小
野
年
永
「
奉
和
観
新
燕
（『
新
燕

を
観
る
』
に
和
し
奉
る
）」（
115
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
末
句
に
、
漢
の
成
帝
の

后
で
あ
っ
た
女
性
「
趙
飛
燕
」
の
名
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意

さ
れ
る
。
趙
飛
燕
は
、「
怨
歌
行
」（『
文
選
』
巻
二
十
七
他
）
の
作
で
名
高

い
班
倢
伃
に
代
わ
っ
て
成
帝
の
寵
を
受
け
た
女
性
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

『
漢
書
』（
巻
九
十
七
下
、
外
戚
列
伝
六
十
七
下
）
に
よ
れ
ば
、
も
と
「
官
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婢
」
で
あ
っ
て
歌
舞
を
学
び
、
顔
師
古
の
注
に
よ
れ
ば
そ
の
「
体
」
が

「
軽
」
か
っ
た
た
め
に
「
飛
燕
」
と
号
し
た
。
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
『
文

華
秀
麗
集
』
の
二
首
の
詩
に
は
そ
の
「
飛
燕
」
と
い
う
名
そ
の
も
の
は
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
嵯
峨
天
皇
「
飛
燕
」（
111
）
の
末
句
に
は
「
還
恥
空
為

漢
后
名
（
還
り
て
恥
づ
空
し
く
漢
后
の
名
を
為
す
こ
と
を
）」、
小
野
年
永

「
奉
和
観
新
燕
（『
新
燕
を
観
る
』
に
和
し
奉
る
）」（
115
）
に
は
「
還
嗟
…

先
負
漢
家
妖
艶
名
（
還
り
て
嗟
く
…
先
づ
漢
家
妖
艶
の
名
を
負
ふ
こ
と
を
）」

と
あ
っ
て
、
詩
題
の
「
飛
燕
」
や
「
燕
」
か
ら
、
そ
こ
に
漢
の
成
帝
の
后

「
趙
飛
燕
」
の
名
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。
前
者

の
詩
で
は
、
雌
雄
一
対
で
飛
来
し
て
お
そ
ら
く
は
宮
廷
の
殿
舎
で
子
育
て

を
し
よ
う
と
「
期
」
し
て
い
る
「
飛
燕
」
が
、
皇
帝
の
寵
愛
を
受
け
て
后

と
な
っ
た
趙
飛
燕
と
同
じ
「
名
」
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
実
体
を

伴
わ
な
い
た
だ
の
「
飛
燕
」
で
あ
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
い
る
そ

の
思
い
が
、「
飛
燕
」
自
身
の
立
場
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
詩
で

は
、「
新
燕
」
す
な
わ
ち
初
め
て
飛
来
し
た
ば
か
り
の
不
馴
れ
な
燕
が
、
後

宮
の
部
屋
の
「
帳
」
に
親
し
く
近
づ
く
こ
と
も
ま
だ
で
き
て
い
な
い
の
に
、

自
分
が
「
飛
燕
」
と
い
う
、「
妖
艶
」
で
名
高
い
漢
の
后
と
同
じ
名
前
だ
け

を
、
実
体
も
な
く
空
し
く
持
っ
て
い
る
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

　

趙
飛
燕
は
古
く
後
漢
の
張
衡
「
西
京
賦
」（『
文
選
』
巻
二
）
に
「
衛
后

興
於

髪
、
飛
燕

○

○

寵
於
体
軽
（
衛
后
は

髪
よ
り
興
り
、
飛
燕

○

○

は
体
の
軽

き
に
よ
り
寵
せ
ら
る
）」
と
見
え
、
初
唐
の
沈
佺
期
「
鳳
簫
曲
」
に
「
飛
燕

○

○

侍
寝
昭
陽
殿
、
班
姫
飲
恨
長
信
宮
（
飛
燕

○

○

寝
に
侍
す
昭
陽
殿
、
班
姫
恨
み

を
飲
む
長
信
宮
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
帝
の
寵
愛
を
受
け
た
后
の
例
と
し

て
、
詩
に
も
多
く
そ
の
名
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
燕
」
と
い
う
鳥

を
題
に
し
て
詠
ま
れ
た
中
国
の
詩
の
中
に
、
こ
の
「
趙
飛
燕
」
と
い
う
歴

史
上
の
人
名
を
、
い
わ
ば
掛
詞
（
相
関
語
）
的
に
詠
み
込
ん
だ
例
を
、
い

ま
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
表
現
は
、
あ
る
い
は
『
文
華
秀
麗
集
』

に
、
つ
ま
り
は
嵯
峨
朝
の
漢
詩
に
特
有
の
表
現
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事

情
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

二
、『
万
葉
集
』
の
「
言
」
と
「
名
」

　
『
万
葉
集
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
、「
言こ
と

に
し
あ
り
け
り
」
と
い
う
定
型

句
を
用
い
て
詠
み
出
さ
れ
た
歌
が
五
首
見
出
さ
れ
る
。（
以
下
、
万
葉
集
の

訓
読
は
、
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
各
氏
校
注
『
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
』〈
平
成
六
〜
八
年
・
小
学
館
〉
に
よ
る
。）

　
《
巻
四
・
七
二
七
・
大
伴
家
持
》

萱
草
吾
下
紐
尓
著
有
跡
鬼
乃
志
古
草
事
二
思
安
利
家
理

（
忘
れ
草
我
が
下
紐
に
付
け
た
れ
ど
醜し
こ

の
醜そ

こ
ぐ
さ草

言
に
し
あ
り
け
り

0

0

0

0

0

0

0

）
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《
巻
七
・
一
一
三
二
》

夢
之
和
太
事
西
在
来
寤
毛
見
而
来
物
乎
念
四
念
者

（
夢
の
わ
だ
言
に
し
あ
り
け
り

0

0

0

0

0

0

0

現う
つ
つ

に
も
見
て
け
る
も
の
を
思
ひ
し
思

へ
ば
）

　
《
同
・
一
一
四
九
》

住
吉
尓
往
云
道
尓
昨
日
見
之
恋
忘
貝
事
尓
四
有
家
里

（
住す
み
の
え吉

に
行
く
と
い
ふ
道
に
昨
日
見
し
恋
忘
れ
貝
言
に
し
あ
り
け
り

0

0

0

0

0

0

0

）

　
《
同
・
一
一
九
七
》

手
取
之
柄
二
忘
跡
礒
人
之
曰
師
恋
忘
貝
言
二
師
有
来

（
手
に
取
る
が
か
ら
に
忘
る
と
海あ

ま人
の
言
ひ
し
恋
忘
れ
貝
言
に
し
あ
り

0

0

0

0

0

け
り

0

0

）

　
《
同
・
一
二
一
三
》

名
草
山
事
西
在
来
吾
恋
千
重
一
重
名
草
目
名
国

（
名な
ぐ
さ
や
ま

草
山
言
に
し
あ
り
け
り

0

0

0

0

0

0

0

我
が
恋
ふ
る
千
重
の
一
重
も
慰
め
な
く

に
）

　

ま
た
、
同
集
の
巻
六
に
は
次
の
よ
う
な
長
歌
が
見
え
る
。
こ
こ
に
は
「
言

に
し
あ
り
け
り
」
と
い
う
定
型
句
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
半

の
内
容
は
、
右
の
五
首
、
中
で
も
一
二
一
三
番
歌
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ

る
。

　
《
巻
六
・
九
六
三
・
大
伴
坂
上
郎
女
》

大
汝　

小
彦
名
能　

神
社
者　

名
著
始
鶏
目　

名
耳
乎　

名
児
山
跡

負
而　

吾
恋
之　

千
重
之
一
重　

裳　

奈
具
佐
米
七
国

（
大お

ほ
な
む
ぢ汝　

少す
く
な
び
こ
な

彦
名
の　

神
こ
そ
ば　

名
付
け
そ
め
け
め　

名0

の
み
を

名な

児ご

山や
ま

と
負
ひ
て　

我
が
恋
の　

千
重
の
一
重
も　

慰
め
な
く
に
）

　

同
種
の
表
現
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、
万
葉
集
中
に
次
の
よ
う
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
《
巻
七
・
一
〇
九
七
》

我
勢
乎
乎
乞
許
世
登
人
者
雖
云
君
毛
不
来
益
山
之
名
尓
有
之

（
我
が
背せ

こ子
を
こ
ち
巨こ

勢せ

山や
ま

と
人
は
言
へ
ど
君
も
来
ま
さ
ず
山
の
名0

に

あ
ら
し
）

　
《
巻
十
五
・
三
七
一
八
・（
遣
新
羅
使
の
歌
）》

伊
敝
之
麻
波
奈
尓
許
曾
安
里
家
礼
宇
奈
波
良
乎
安
我
古
悲
伎
都
流
伊

毛
母
安
良
奈
久
尓

（
家
島
は
名0

に
こ
そ
あ
り
け
れ
海
原
を
我
が
恋
ひ
来
つ
る
妹い

も

も
あ
ら
な

く
に
）

　

こ
れ
ら
の
歌
で
は
、
植
物
の
名
、
地
名
、
貝
の
名
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
「
名
」
が
、
名
前
だ
け
で
そ
の
実
体
を
伴
っ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
非

難
さ
れ
て
い
る
。
一
一
三
二
番
歌
を
除
け
ば
、
他
の
五
例
で
は
す
べ
て
、

そ
の
よ
う
な
「
名
」
を
持
っ
た
も
の
や
場
所
が
、「
名
」
に
ふ
さ
わ
し
い
実
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体
を
持
っ
て
い
な
い
も
の
だ
っ
た
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
る
が
、
作
者
は

そ
の
非
難
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
の
「
名
」
に
す
が
ろ
う
と
し
た
自
分
自
身

の
恋
や
憂
い
の
耐
え
が
た
さ
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

右
の
八
首
の
う
ち
一
一
三
二
番
歌
だ
け
は
、
以
前
か
ら
見
た
い
と
願
っ

て
い
た
吉
野
川
の
「
夢
の
わ
だ
」
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

り
、
作
者
は
そ
の
こ
と
を
喜
ん
で
い
て
、
け
っ
し
て
嘆
い
て
は
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
作
者
は
、
現
実
に
見
る
こ
と
な
ど
不
可
能
だ
と

絶
望
し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
自
分
が
、「
夢
の
わ
だ
」
の
「
夢
」
と
い
う

「
名
」
に
惑
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
確
認
し
、「
夢

の
わ
だ
」
と
い
う
地
名
が
実
体
を
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
喜
び
つ

つ
非
難
し
て
い
る
。
用
い
ら
れ
方
に
違
い
は
あ
る
が
、「
名
」
が
実
体
を
伴

っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
そ
れ
を
信
じ
て
い
た
自
分
を
嘆
い
て
み
せ

る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
こ
の
一
一
三
二
番
歌
も
、
他
の
七
首
と
変
わ

ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
万
葉
集
』
だ
け
で
な
く
、
平
安
時
代
十
世
紀
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
『
大
和
物
語
』（
第
一
四
七
段
）
で
も
、
二
人
の
男
に
求
婚
さ
れ
一
人
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
困
惑
し
て
入
水
し
た
主
人
公
の
女
が
、
死
の
直
前
に

次
の
よ
う
な
辞
世
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

す
み
わ
び
ぬ
わ
が
身
投
げ
て
む
津
の
国
の
生
田
の
川
は
名0

の
み
な
り

け
り

　
「
生
く
」
と
い
う
「
名
」
を
持
っ
た
生
田
川
で
逆
に
死
な
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
、
苦
悩
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
自
分
の
運
命
に
対
す
る
嘆
き
を
、

女
は
、
さ
き
の
『
万
葉
集
』
の
歌
と
同
じ
よ
う
に
、
生
田
川
の
「
名
」
が

実
体
を
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
非
難
と
い
う
形
で
表
現
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

三
、「
名
」
へ
の
注
目

　

以
上
に
見
た
歌
で
実
体
を
伴
っ
て
い
な
い
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
た

「
名
」
の
多
く
は
、「
夢
の
わ
だ
」「
名
草
山
」「
名
児
山
」「
巨
勢
山
」「
家

島
」
と
い
っ
た
地
名
で
あ
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
播
磨
国

風
土
記
』
や
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
に
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
、
き

わ
め
て
数
多
く
の
地
名
の
起
原
が
語
ら
れ
て
い
る
。（
風
土
記
の
訓
読
は
、

植
垣
節
也
氏
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
・
風
土
記
』〈
平
成
九
年
・

小
学
館
〉
に
よ
り
、
書
き
下
し
文
の
み
を
示
す
。）

　
《『
播
磨
国
風
土
記
』
飾
磨
郡
》

阿あ

ひ

の
比
野
と
い
ふ
所ゆ

ゑ以
は
、
品ほ

む
だ太

の
天す

め
ら
み
こ
と皇

、
山
の
方か

た

ゆ
幸い

で
ま行

し
し
時

に
、
従お
も
と
び
と
ど
も

臣
等
、
海
の
方
ゆ
参
り
会
ひ
き
。
故
れ
、
会あ

ひ
の野

と
号な

づ

く
。

　
《『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
》

安や
す
き来

の
郷さ

と

、
…
神か

む

須す

さ

の

を

佐
乃
袁
の
命み

こ
と、

天あ
め

の
璧か

き

立
ち
廻
り
坐ま

し
き
。
そ
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の
時
、
此こ

処こ

に
来き

ま坐
し
て
詔の

り
た
ま
ひ
し
く
、「
吾あ

が
御
心
は
安や

す平
け

く
成
り
ぬ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故
れ
、
安
来
と
云
ふ
。

　

当
時
の
人
々
の
「
名
」
に
対
す
る
意
識
が
、
と
り
わ
け
地
名
に
集
中
し

て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
お
び
た
だ
し
い
地
名
起
原
譚
に
よ
っ
て
う
か

が
わ
れ
る
が
、
同
様
の
事
情
は
、
ま
た
以
下
の
よ
う
な
『
万
葉
集
』
の
歌

か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

巻
五
に
は
、「
領ひ

れ巾
振ふ

る
み
ね嶺

」
と
い
う
山
の
名
の
起
原
を
詠
ん
だ
山
上
憶
良

の
歌
（
八
七
一
）
と
題
詞
が
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。（
題
詞
は
書
き
下
し

文
の
み
を
示
す
。）

大お
ほ
と
も
の伴

佐さ
て
ひ
こ
の

提
比
古
郎い

ら
つ
こ子

、
特ひ

と

り
朝
命
を
被か

が
ふり

、
使
ひ
を
藩は

ん
こ
く国

に

奉う
け
た
ま

は
る
。
…
…
妾

を
み
な
め

松ま
つ
ら浦

い
、
こ
の
別
れ
の
易
き
こ
と
を
嗟な

げ

き
、
そ
の
会
ひ
の
難か

た

き
こ
と
を
嘆な

げ

く
。
即
ち
高
き
山
の
嶺
に
登

り
、
…
…
遂
に
領ひ

れ巾
を
脱ぬ

き
て
麾ふ

る
に
、
傍

か
た
は
らの

者ひ
と

涕な
み
だを

流
さ
ず

と
い
ふ
こ
と
な
し
。
因よ

り
て
こ
の
山
を
号な

づ

け
て
、
領
巾
振
嶺
と

い
ふ
。
乃す

な
はち

歌
を
作
り
て
曰
く
、

得
保
都
必
等
麻
通
良
佐
用
比
米
都
麻
胡
非
尓
比
例
布
利
之
用
利
於
返

流
夜
麻
能
奈

（
遠と
ほ

つ
人
松ま

つ
ら浦

佐さ

用よ

姫ひ
め

夫つ
ま
ご
ひ恋

に
領
巾
振
り
し
よ
り
負
へ
る
山
の
名
）

　

こ
こ
で
も
、『
風
土
記
』
と
同
じ
よ
う
に
、「
領
巾
振
嶺
」
と
い
う
地
名

（
山
の
名
）
の
起
原
が
、
説
話
の
形
で
語
ら
れ
、
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
例
で
は
、
地
名
と
い
う
固
有
名
詞
が
そ
の
成
立
時
に
持
っ
て
い
た

と
さ
れ
る
普
通
名
詞
的
な
意
味
が
、
そ
の
地
名
の
起
原
（
語
源
）
と
し
て

呈
示
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
場
合

は
逆
に
、
既
製
の
地
名
か
ら
、
掛
詞
的
な
発
想
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

普
通
名
詞
的
意
味
が
読
み
取
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

《
巻
七
・
一
一
九
三
》

勢
能
山
尓
直
向
妹
之
山
事
聴
屋
毛
打
橋
渡

（
背
の
山
に
直た

だ

に
向
か
へ
る
妹い

も

の
山
事
許
せ
や
も
打
橋
渡
す
）

　

こ
こ
で
は
、
吉
野
川
（
紀
の
川
）
を
隔
て
て
向
か
い
合
っ
て
い
る
背
の

山
と
妹
の
山
が
、
そ
の
名
前
に
よ
っ
て
擬
人
化
さ
れ
、
恋
人
同
士
の
男
女

で
あ
る
か
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

《
巻
十･

一
八
二
二
》

吾
瀬
子
乎
莫
越
山
能
喚
子
鳥
君
喚
変
瀬
夜
之
不
深
刀
尓

（
我
が
背せ

こ子
を
莫な

ご
し越

の
山
の
呼よ

ぶ

子こ

鳥ど
り

君
呼
び
返
せ
夜よ

の
更ふ

け
ぬ
と
に
）

　

こ
の
歌
で
は
、
莫
越
の
山
と
い
う
地
名
が
、
掛
詞
的
に
、
超
え
さ
せ
な

い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味
の
「
な
越
し
」
に
解
釈
さ
れ
、
一
首
全
体
の
意

味
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

《
巻
七
・
一
二
六
九
・
柿
本
人
麻
呂
歌
集
》

児
等
手
乎
巻
向
山
者
常
在
常
過
往
人
尓
往
巻
目
八
方

（
児
ら
が
手
を
巻ま
き
む
く
や
ま

向
山
は
常
に
あ
れ
ど
過
ぎ
に
し
人
に
行
き
巻
か
め
や
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も
）

　

こ
こ
で
は
、
巻
向
山
の
地
名
か
ら
「
巻
く
」
す
な
わ
ち
手
枕
を
す
る
と

い
う
意
味
が
引
き
出
さ
れ
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
近
親
者
に
会
え
な
い
寂
し

さ
が
嘆
か
れ
て
い
る
。

《
巻
十
・
一
八
一
八
・
柿
本
人
麻
呂
歌
集
》

子
等
名
尓
関
之
宜
朝
妻
之
片
山
木
之
尓
霞
多
奈
引

（
児こ

ら
が
名
に
か
け
の
宜よ

ろ

し
き
朝あ

さ

妻づ
ま

の
片か

た
や
ま
ぎ
し

山
崖
に
霞
た
な
び
く
）

　

こ
こ
で
は
、
地
名
「
朝
妻
」
が
、「
あ
の
娘
の
名
に
結
び
つ
け
た
い
」
名

前
と
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
娘
へ
の
恋
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
莫
越
の
山
や
巻
向
山
、
そ
し
て
朝
妻
に
は
、「
な
越
し
」
や
「
巻
く
」

「
妻
」
と
い
う
意
味
に
ふ
さ
わ
し
い
実
体
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が

そ
も
そ
も
備
わ
っ
て
い
な
い
。
も
と
よ
り
そ
れ
を
承
知
の
う
え
で
こ
れ
ら

の
歌
は
詠
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
実
体
の
な
さ
を
こ
と
さ
ら
に
疑
い
、

非
難
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
前
章
で
見
た
「
言
に
し
あ
り
け
り
」

な
ど
の
表
現
に
連
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
地
名
と
い
う
「
名
」
に
注
目
し
、

そ
こ
に
掛
詞
的
解
釈
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
読
み
取
ろ
う
と
し
た

り
、
逆
に
そ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
に
ふ
さ
わ
し
い
実
体
が
な
い
こ
と
を

指
摘
し
て
非
難
し
た
り
嘆
い
た
り
す
る
方
法
は
、
日
本
の
説
話
や
和
歌
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
展
開
し
て
き
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
平
安
和
歌
の
世
界
で
は
、
こ
の
種
の
表
現
の
延
長
上
に
、「
名

に
し
負
は
ば
」
と
い
う
定
型
句
を
用
い
た
歌
が
、
次
の
よ
う
に
数
多
く
詠

み
出
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
事
実
だ
け
を
確
認
し

て
、
詳
細
な
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

《『
古
今
集
』
羈
旅
・
四
一
一
・
在
原
業
平
、『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
》

名
に
し
負
は
ば

0

0

0

0

0

0

い
ざ
こ
と
と
は
む
み
や
こ
ど
り
わ
が
思
ふ
人
は
あ
り

や
な
し
や
と

《『
後
撰
集
』
羈
旅
・
一
三
五
一
・
た
は
れ
じ
ま
を
見
て
・
よ
み
人
し

ら
ず
、『
伊
勢
物
語
』
第
六
一
段
》

名
に
し
負
は
ば

0

0

0

0

0

0

あ
だ
に
ぞ
思
ふ
た
は
れ
じ
ま
浪
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
い
く
よ

き
つ
ら
ん

《『
後
撰
集
』
恋
三
・
七
〇
〇
・
女
に
つ
か
は
し
け
る
・
三
条
右
大
臣
》

名
に
し
負
は
ば

0

0

0

0

0

0

相
坂
山
の
さ
ね
か
づ
ら
人
に
し
ら
れ
で
く
る
よ
し
も

が
な

《『
古
今
和
歌
六
帖
』
あ
ふ
ぎ
・
三
四
四
五
》

名
に
し
負
は
ば

0

0

0

0

0

0

た
の
み
ぬ
べ
き
を
な
ぞ
も
か
く
あ
ふ
ぎ
ゆ
ゆ
し
と
名

付
け
そ
め
け
ん

四
、
嵯
峨
朝
文
学
の
特
徴

　
『
文
華
秀
麗
集
』
の
「
燕
」
詩
群
の
二
首
に
見
ら
れ
る
、
趙
飛
燕
と
い
う
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歴
史
的
人
物
を
持
ち
出
し
て
、
燕
が
、
同
じ
「
飛
燕
」
や
「
燕
」
と
い
う

名
を
持
ち
な
が
ら
「
趙
飛
燕
」
の
よ
う
な
帝
の
寵
愛
を
受
け
る
存
在
に
な

れ
な
い
自
分
を
恥
じ
た
り
嘆
い
た
り
す
る
表
現
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

よ
う
な
日
本
の
和
歌
の
表
現
方
法
に
き
わ
め
て
似
通
っ
て
い
る
。
い
ま
問

題
に
し
て
い
る
二
首
の
ふ
た
つ
の
詩
句
に
は
、「
還
恥
空
為
漢
后
名0

（
還
り

て
恥
づ
空
し
く
漢
后
の
名0

を
為
す
こ
と
を
）」、「
還
嗟
…
先
負
漢
家
妖
艶
名0

（
還
り
て
嗟
く
…
先
づ
漢
家
妖
艶
の
名0

を
負
ふ
こ
と
を
）」
と
い
う
よ
う
に
、

両
者
と
も
に
「
名
」
と
い
う
文
字
が
、
そ
の
末
尾
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

「
趙
飛
燕
」
の
「
名
」
に
掛
詞
的
に
「
飛
燕
」
な
い
し
は
「
燕
」
と
い
う
意

味
を
読
み
取
り
、
そ
れ
に
こ
と
さ
ら
に
こ
だ
わ
り
、
そ
れ
に
ち
な
む
こ
と

に
よ
っ
て
詩
歌
表
現
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
に
は
、
日
本
の
和
歌
の

詠
作
姿
勢
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
も
と
よ
り
「
趙
飛
燕
」
は
人
名
で
あ
っ
て
地
名
で
は
な
い

が
、
多
く
の
漢
籍
に
頻
出
す
る
漢
代
の
著
名
な
人
名
は
、
作
者
た
ち
に
と

っ
て
、
地
名
と
同
じ
よ
う
に
遠
慮
な
く
扱
う
こ
と
が
で
き
る
「
名
」
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
首
の
場
合
、「
名
」
に
ふ
さ
わ
し
い
実
体

を
持
っ
て
い
な
い
の
は
趙
飛
燕
で
は
な
く
「
飛
燕
」
な
い
し
は
「
燕
」
た
ち

自
身
の
方
で
あ
っ
て
、「
飛
燕
」
や
「
燕
」
は
そ
の
こ
と
を
恥
じ
た
り
嘆
い

た
り
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
首
の
場
合
と
さ
き
に
見

た
万
葉
集
の
表
現
の
間
に
は
い
さ
さ
か
の
異
な
り
が
あ
る
が
、
い
ま
は
、

そ
の
よ
う
な
差
異
も
含
め
て
、
両
者
が
と
も
に
こ
と
さ
ら
に
「
名
」
に
こ

だ
わ
っ
た
詩
歌
表
現
を
作
り
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

工
藤
重
矩
氏
は
『
平
安
朝
和
歌
漢
詩
文
新
考　

継
承
と
批
判
』（
二
〇
〇

〇
年
・
風
間
書
房
）
の
Ⅲ
第
一
章
「
平
安
朝
漢
詩
文
に
お
け
る
縁
語
掛
詞

的
表
現
」
の
中
で
、
漢
詩
に
見
ら
れ
る
縁
語
掛
詞
的
表
現
に
つ
い
て
、「
平

安
初
唐
の
勅
撰
三
漢
詩
集
に
は
顕
著
な
用
例
が
み
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
本
論
で
注
目
し
た
『
文
華
秀
麗
集
』
の
「
燕
」
詩
群
の
二
首
は
、

そ
の
数
少
な
い
実
例
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
氏
は
前
掲

論
文
で
、
和
歌
と
比
べ
て
漢
詩
に
縁
語
掛
詞
的
表
現
が
は
る
か
に
「
少
な

か
っ
た
」
理
由
と
し
て
、
表
音
文
字
と
表
意
文
字
の
違
い
の
ほ
か
に
、
遊

戯
的
要
素
が
強
す
ぎ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。「
燕
」
を
擬
人
化
し
て
、
そ

の
「
燕
」
の
立
場
か
ら
、「
趙
飛
燕
」
の
よ
う
に
な
れ
な
い
自
分
を
恥
ず
か

し
く
思
わ
せ
た
り
嘆
か
せ
た
り
す
る
「
燕
」
歌
群
の
二
首
の
表
現
は
、
そ

も
そ
も
き
わ
め
て
遊
戯
的
、
戯
笑
的
で
あ
る
。
後
藤
昭
雄
氏
は
、「「
銅
雀

台
」
―
勅
撰
三
集
の
楽
府
と
艶
情
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
・
日
本
古
代
の
「
漢
」

と
「
和
」』・
二
〇
一
五
年
・
勉
誠
出
版
）
で
、
嵯
峨
朝
文
学
に
お
い
て
注

目
す
べ
き
こ
と
が
ら
と
し
て
、
天
皇
の
命
を
受
け
て
臣
下
が
奉
和
詩
を
作

る
だ
け
で
な
く
、
天
皇
の
方
が
臣
下
の
作
に
和
し
て
詩
を
詠
ん
で
い
る
こ

と
あ
げ
、
同
種
の
例
は
他
の
時
代
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
と
述
べ
て

い
る
が
、『
文
華
秀
麗
集
』
の
「
燕
」
詩
群
の
第
一
首
（
111
）
は
、
臣
下
で
あ
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る
巨
勢
識
人
の
「
春
日
四
詠
」
に
和
し
た
嵯
峨
天
皇
の
作
で
あ
っ
た
。
ま

た
も
う
一
方
の
第
五
首
（
115
）
は
、
嵯
峨
天
皇
の
作
に
奉
和
し
た
臣
下
・

小
野
年
永
の
作
で
あ
る
。
君
臣
の
上
下
を
問
わ
ず
、
互
い
に
詩
を
唱
和
し

あ
う
親
し
い
雰
囲
気
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、「
燕
」
の
詩
に
趙
飛
燕
を
持
ち
出

す
と
い
う
、
き
わ
め
て
遊
戯
的
な
表
現
、
日
本
の
和
歌
で
は
一
般
的
だ
っ

た
「
名
」
に
こ
だ
わ
り
「
名
」
に
ち
な
む
表
現
が
、
こ
の
よ
う
に
漢
詩
の
中

に
も
用
い
ら
れ
得
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

嵯
峨
朝
の
文
学
は
、
嵯
峨
天
皇
を
中
心
に
し
た
親
密
な
人
間
関
係
の
中

で
、
い
わ
ば
「
座
の
文
学
」
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
親
し
い
交
わ
り
の
中
で
、
彼
等
の
詩
作
は
、
必
ず
し
も
中
国
の

文
学
そ
の
ま
ま
の
引
き
写
し
で
は
な
い
、
き
わ
め
て
日
本
的
な
雰
囲
気
を
、

時
と
し
て
こ
の
よ
う
に
交
え
て
も
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

付
記　

本
稿
は
、
平
成
二
七
年
度
の
関
西
大
学
大
学
院
に
お
け
る
演
習
で
の

発
表
（
担
当
坂
本
美
樹
氏
）
と
そ
の
場
で
の
討
議
を
も
と
に
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

（
や
ま
も
と　

と
く
ろ
う
／
本
学
教
授
）


